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東寺百合文書 ユネスコ記憶遺産に登録
特集

国
宝
『
東
寺
百
合
文
書
』 

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録
！

「伊予守藤原忠隆請文」
（出典　京都府立総合資料館所蔵　東寺百合文書）

第12回ユネスコ記憶遺産国際諮問委員会
の審議を経て、10月10日（日本時間）に国
宝『東

とう

寺
じひゃくごうもんじょ

百合文書』のユネスコ記憶遺産（世
界記憶遺産）登録が決定しました。『東寺百
合文書』は、『舞鶴への生還　1945 ～ 1956シ
ベリア抑留等日本人の本国への引き揚げの記
録』とともに平成26年６月の日本ユネスコ国
内委員会で国内候補として選定され、今回２
件とも登録されました。

・『
東
寺
百
合
文
書
』
に
つ
い
て

『
東
寺
百
合
文
書
』
は
、
京
都
の
東

寺
（
教き

ょ
う
お
う
ご
こ
く
じ

王
護
国
寺
）
に
伝
え
ら
れ
た
８

世
紀
か
ら
18
世
紀
ま
で
の
約
１
千
年
に

わ
た
る
膨
大
な
量
の
古
文
書
群
で
、
そ

の
数
は
お
よ
そ
２
万
５
千
通
に
及
び
ま

す
。
中
で
も
中
世
文
書
の
数
は
、
日
本

屈
指
の
分
量
で
す
。
弓
削
島
荘
は
、
鎌

倉
時
代
に
東
寺
領
と
な
っ
た
の
で
、
東

寺
関
係
文
書
の
中
に
そ
の
記
録
が
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
数
は
、

３
百
余
通
に
及
び
ま
す
。

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
の
第
５
代
藩
主

だ
っ
た
前ま

え
だ
つ
な
の
り

田
綱
紀
が
百
個
の
桐
箱
を
文

書
の
保
存
容
器
と
し
て
東
寺
に
寄
進

し
、
そ
の
後
は
こ
の
箱
に
納
め
ら
れ
て

保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

『
東
寺
百
合
文
書
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）
に
東
寺

か
ら
京
都
府
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
は
京

都
府
立
総
合
資
料
館
の
収
蔵
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
史
料
的
な
価
値

か
ら
平
成
９
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
は
、

そ
れ
ら
の
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
弓
削
島
荘
に
つ
い
て

弓
削
島
荘
は
、
芸
予
諸
島
東
部
に
位

置
す
る
伊
予
国
弓
削
島
を
荘
域
と
し
た

東
寺
領
荘
園
で
す
。
年
貢
と
し
て
塩
を

納
め
た
こ
と
か
ら
「
塩
の
荘
園
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
１
３
５
年
（
保ほ

う
え
ん延

元
年
）
の
「
伊

予
守
藤ふ

じ
わ
ら
の
た
だ
た
か
う
け
ぶ
み

原
忠
隆
請
文
」
で
弓
削
島
の
文

字
が
確
認
で
き
、
こ
れ
は
弓
削
島
荘
関

係
の
最
古
の
文
書
で
す
。
成
立
当
初
の

領
家
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥

羽
院
つ
い
で
後
白
河
院
が
本
家
職
を
保

持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
に
後
白
河
法
皇
か
ら
皇
女
の
宣せ

ん
よ
う
も
ん

陽
門

院い
ん

に
譲
ら
れ
、
さ
ら
に
宣
陽
門
院
は

１
２
３
９
年
（
延え

ん
お
う応

元
年
）
こ
れ
を
弘

法
大
師
ゆ
か
り
の
東
寺
に
寄
進
し
、
東

寺
領
と
し
て
の
弓
削
島
荘
の
歴
史
が
始

ま
り
ま
し
た
。
荘
園
か
ら
の
年
貢
は
主

に
塩
で
徴
収
さ
れ
、
製
塩
は
弓
削
島
の

基
幹
産
業
で
し
た
。

年
貢
塩
は
船
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
海
を

海
上
輸
送
さ
れ
、
大
阪
湾
か
ら
は
淀
川

を
溯
り
、
淀
で
陸
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

淀
か
ら
は
「
車し

ゃ
り
き力

」
と
呼
ば
れ
る
輸
送

業
者
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、

当
時
の
送
り
状
の
記
録
か
ら
、
弓
削
島

の
塩
は
、
約
１
ヶ
月
間
を
要
し
て
東
寺

に
運
搬
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

14
世
紀
中
頃
以
降
、
安
芸
の
小
早
川

氏
や
伊
予
の
能
島
村
上
氏
ら
の
侵
略
を

う
け
て
年
貢
未
進
の
状
況
が
生
じ
、
戦

国
時
代
末
期
に
は
東
寺
の
荘
園
と
し
て

の
弓
削
島
荘
は
有
名
無
実
と
な
り
ま
し

た
。
１
４
６
３
年
（
寛
正
４
年
）
６
月
、

東
寺
は
弓
削
島
荘
か
ら
の
年
貢
が
無
沙

汰
で
あ
る
の
で
、
伊
予
国
の
守
護
に
命

じ
て
職
務
を
全
う
さ
せ
る
よ
う
幕
府
に

訴
え
ま
し
た
（「
東と

う
じ
ざ
っ
し
ょ
う
も
う
し
じ
ょ
う

寺
雑
掌
申
状
」）。

こ
れ
を
最
後
に
弓
削
島
荘
は
、
東
寺
関

係
の
古
文
書
の
中
か
ら
姿
を
消
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
弓
削
島
の
定
光
寺
観
音

堂
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
が
建
立
さ

れ
た
の
は
、
こ
の
年
で
し
た
。

『
東
寺
百
合
文
書
』
に
記
載
さ
れ
た

弓
削
島
荘
の
地
名
や
景
観
は
、
現
在
の

弓
削
島
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
か
ら
も

『
東
寺
百
合
文
書
』
は
、
中
世
史
を
研

究
す
る
上
で
の
第
一
級
の
史
料
と
い
え

ま
す
。

・
企
画
展
の
開
催
に
つ
い
て

『
東
寺
百
合
文
書
』
が
ユ
ネ
ス
コ
記

憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
せ
と
う
ち
交
流
館
展
示
室
で
弓
削

島
荘
に
関
連
し
た
複
写
史
料
を
展
示
す

る
企
画
展
を
開
催
中
（
入
場
料
無
料
）

で
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間
…
12
月
25
日（
金
）ま
で
、
８
時

30
分
～
17
時
15
分

主　

催
…
上
島
町
、
上
島
町
教
育
委
員

会問
上
島
町
教
育
委
員
会
（
弓
削
）

☎
７
７
―
２
１
２
８


